
概要版 豪雨・地震の複合災害に備えた盛土強靭化技術

「豪雨・地震の複合災害に備えた盛土強靭化技術」は
河川堤防の両側に地盤改良体（土にセメントを混ぜて固化したもの）を
配置します。水を通さない止水性地盤改良体と水を通す透水性地盤改良
体を組み合わせて配置することで、豪雨と地震に強い堤防にします。

平成30年7月豪雨被害（小田川、岡山県）
出典：国土交通省中国地整HP
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河川水位が上昇すると、堤防内に水が
浸入し、堤防内の水の流れにより浸透
破壊が発生します。

さらに河川水位が上昇すると、河川水
が堤防を乗り越えてあふれ出し、越流
侵食が発生します。

地震が発生すると液状化などにより堤防が
崩壊します。

　近年、日本各地で豪雨や地震などの自然災害が増加しています。自然
災害が発生するたび、河川堤防や河川周辺の街に大きな被害をもたらし
ています。

豪雨と地震のどちらにも耐えられる堤防にする必要があります！！
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両側の地盤改良体で堤防を抑えることで、
地震発生時の崩壊を防ぎます。

河川水位が上昇しても止水性地盤改良体
により河川水の浸入を防止し、透水性地
盤改良体により浸透水を排水します。ま
た、河川水による侵食を防止します。
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令和2年7月豪雨被害（球磨川、熊本県）
出典：国土交通省九州地整令和2年7月豪雨における出水（第2報）
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お問い合わせ：建設本部 技術研究所 土木研究部（電話：029-858-8813　FAX:029-858-8840）
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詳細版① 豪雨・地震の複合災害に備えた盛土強靭化技術
～止水性および透水性地盤改良による盛土の新たな補強工法～

　近年、豪雨や地震などの自然災害による河川堤防やため池などの被害が増加しています。今後も
気候変動の影響による豪雨の増加や首都直下地震、南海トラフ地震による被害が想定されており、
豪雨と地震の複合的な災害に対する合理的な対策が求められいます。

　安藤ハザマは、豪雨・地震の複合的な災害の対策として止水性および透水性地盤改良を組み合わ
せた盛土の新たな補強工法を開発しました。
■止水性地盤改良体（川表側法尻）：現地撹拌方式による地盤改良体
　豪雨時は、法尻部の侵食や堤体内への河川水の浸入を防ぎ、堤体の不安定化を抑制します。地震
　時は、液状化等による堤体および基礎地盤の不安定化を抑制します。
■透水性地盤改良体（川裏側法尻）：優れたせん断強度と透水性を有する地盤改良体
　豪雨時は、浸透および越水による法尻部の侵食を防ぎ、堤体内の浸透水を効率的に排水すること
　で堤体の不安定化を抑制します。水位上昇に伴うパイピングの発生も防止します。地震時には、
　液状化等による堤体および基礎地盤の不安定化を抑制します。

透水性地盤改良体
透水係数k=1.0 10-3m/sec新たな補強工法のイメージ図
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技術の背景

技術の概要

ため池豪雨被害（大田池、岡山県）
出典：平成30年7月豪雨災害ため池被災調査報告書

（速報）、農研機構

堤防地震被害（那珂川、茨城県）
出典：直轄河川緊急復旧工事実施状況

（平成23年東北地方太平洋沖地震による河川被災箇所）、
国土交通省 関東地方整備局河川部




